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「
◎
ポ
ス
ト

・
イ
ラ
ク
の
日
中
関
係

二
〇
〇

三
年

四
月
七

日

バ
グ
ダ

ッ
ド

が
陥

落

し
、

イ
ラ

ク
侵

攻
作

戦

は
米
英

連

合
軍

の

勝
利

に
よ

っ
て
終
局

を
迎

え
た

。
目

下
世

界

の
焦

点

は
イ

ラ
ク
後

に
移

っ
て

い
る
。
第

一

に
は
、

イ
ラ

ク

の
戦
後

復

興
事
業

が
依
然

米

国
主

導

で
行

わ
れ

る

の
か
、
あ

る

い
は
国
連

の
主
導
性

が
回
復

さ
れ
得

る
か
と

い
う
問

題
。

第

二

は
昨

年

一
月

二
九
日

ブ

ッ
シ

ュ
大
統

領

の

一
般
教

書
演

説

で
イ

ラ
ク

と
と

も

に

「悪

の
枢

軸
」

と
命

名

さ
れ
た

北
朝

鮮

が
米
国

の

次

の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な

る
の

で
は
と

の
危

倶
。

こ

の
二
点

に
関

心

は
絞

ら
れ

つ

つ
あ

る
。

元
来

イ

ラ
ク
戦
争

前
、

日
中

両
国

は
国
連

主
導

原
則

で

一
致

し

て

い
た
。

中
国

は
自

国

を

含

め
た
多
極

支
配

に
よ

っ
て
ポ

ス
ト
冷

戦

の
国
際

シ
ス
テ

ム
が
形
成

さ

れ

る

べ
き

と
す

る
立
場

か
ら
、

そ

し

て
日
本

は
国
際

紛
争

の

解

決

に
自

衛
隊

を
派

遣

す

る
際

、
集

団
的

自

衛
権

の
問

題

を
回
避

し

て
憲
法

九
条

の
制

約

を
形
式
的

に
遵

守

す

る
立

場

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
国
連
主
導

が
主

張

さ
れ
て
き
た

の

で
あ

る
。

し
か

し
イ

ラ
ク
戦

争

に
お

い

て
、

米
国

は

つ

い
に
国
連
主
導
原
則
を
無
視
し
て
単
独
的
覇

権
を
求
め
る
行
動
に
向
か
っ
た
。
日
本
は
朝

鮮
有
事
に
米
国
の
軍
事
的
抑
止
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
米
国
を
全
面
支

持
し
、
そ
の
逆
に
中
国
は
多
極
支
配
維
持
の

立
場
か
ら
仏
露
独
三
国
と
と
も
に
反
対
の
姿

勢
を
採
っ
た
。

日
本
は
開
戦
に
先
立

つ
昨
年

一
二
月
、
既

に
イ
ー
ジ
ス
艦
を
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
常
駐
さ

せ
て
お
り
、
今
次
作
戦
に
お
け
る
自
衛
隊
の

後
方
支
援
活
動
は
従
来
の
国
連
主
導
原
則
か

ら
逸
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
中
国
の
日
本

専
門
家
、
金
煕
徳
は
朝
鮮
有
事
を
理
由
と
し

た
日
本

の
こ
う
し
た
対
米
追
随
の
本
質
は
、

む
し
ろ
そ
の
武
装
力
再
強
化
の
実
現
要
求
に

あ
る
と
喝
破
し
て
い
る

(『世
界
知
識
』
二
〇

〇
三
年
第
六
期
)。

と
こ
ろ
で
目
下
事
態
が
朝
鮮
有
事
に
関
心

が
向
か
う
中
、
日
本
は
再
び
中
仏
独
三
国
と

足
並
み
を
揃
え
、
イ
ラ
ク
復
興
事
業
を
戦
争

前
段
階
の
国
連
主
導
に
戻
す
軌
道
修
正
の
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
。
四
月
上
旬
、
中
旬
の
川

口
外
相
の
訪
中
、
訪
欧
と
各
国
外
相
と
の
会

談
は
こ
の
点
で
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
。
こ

う

し
た
状

況
下

に
日
中
関

係

は
改

善

に
向

か

う

の
か
。

◎
国
際
シ
ス
テ
ム
の
転
換
と
中
国
の
立
場

一
昨
年

一
月

に
米

ブ

ッ
シ

ュ
政

権

が
登
場

し

て
以
来

、

「九

二

一
テ

ロ
」

を
境

に
ポ

ス

ト
冷

戦

の
国
際

シ

ス
テ

ム
は
目

ま
ぐ

る
し

く

転
変

を
遂

げ

た
。

と
り

わ

け
昨
年

九

月

ホ

ワ

イ

ト

ハ
ウ

ス
が

「国
家

安
全

保
障

戦
略

」

を

発
表

し

て
米

国

の
世
界

戦
略

が
激

変

し

て
以

来
、

史

上
類

例

を
見
な

い
米

国

の
軍
事

的
単

独
覇

権

(u
n
ila
tera
lism
)
が

登
場

し
、
国
際

シ

ス
テ
ム

の
ゆ

く
え

は
混
沌

と

し

て

い
る
。

「九

・
一
一
テ

ロ
」
前

の
ブ

ッ
シ

ュ
政
権

は
当

初

ク
リ

ン
ト

ン
政
権

の
ミ
サ
イ

ル
防
衛

計
画

を
踏

襲

し
欧

州
側

で
は

N
A

T
O
同

盟
、

ア

ジ

ア
側

で
は
日
米

韓

同
盟

を
そ

れ
ぞ

れ
軸

に

置

く

二
正
面

地
域

戦
略

を

目
指

し

て

い
た
。

し
か

し
欧
州

側

で
仏
独

を
中

心

に
欧

州
中

心

主
義

の
立
場

か

ら

ミ
サ
イ

ル
防
衛

に
批

判

が

強

い
と

見

る
や
、
反
転

し

て
京

都

議
定

書

や
、

C
T

B
T
、

A

B

M
条

約

か

ら

の
離

脱

を
目

指

す
な

ど

一
挙

に
消
極

的

な
孤

立
主

義

の
傾

向

を
強

め

た
。

こ
の
結

果

地
域

戦
略

と

し

て



は
二
正
面

作
戦

を
否

定

し
、
欧

州
、

中
東

で

の
関

与
政

策

を
撤
回

し

て

ア
ジ

ア
太

平
洋

地

域

に
偏
在

し

た
戦
略

を
採

る

に
至

っ
た
。

こ

う

し
た
状

況
下

に

日
本

は
ミ

サ
イ

ル
防
衛

計

画

を
全
面

支
持

し
、

そ

の
反
対

に
中

国

は
東

ア
ジ

ア
に
偏
在

し

た

ミ
サ
イ

ル
防
衛

が
自

国

を
仮

想
敵

に

し

て
い
る
と

見

て
、

こ

の
戦

略

転
換

に
強

い
警

戒
感

を
見

せ

た
。

い
ず

れ

に

せ

よ
、

ミ
サ

イ

ル
防

衛
戦

略

の
根
幹

は

ロ
シ

ア

・
中
国

な

ど
米
国

に
挑

戦
す

る
可

能
性

を

秘

め
た
大

国
を

対
象

と

し
た

「相
互

確
証

破

壊

(M

A
D
)
」

に
基

礎

を
置

く

「抑

止
」
戦

略

の
枠
を

依
然

出

る
も

の

で
は
な

か

っ
た
。

「九

・
1

1
J

は

こ
う

し
た
情
勢

を

一
変

さ

せ

た
。
ブ

ッ
シ

ュ
政
権

は

「国

際

テ

ロ
」

を

人
類

共
通

の
敵

と

し
た

「反

テ

ロ
」

同
盟

を

求

め

て
消

極
主

義

を
撤
回

し
積

極
的

な
関

与

政
策

に
回

帰

し
、
仏

独

二
国

を
含

め
た
大

国

間
協

調
を

重
視

す

る
方
向

に
転

じ

た
。
中

国

に
関

し

て
言

え
ば
、

「九

・
一
=

直

前

の
六

月
、

中
国

と

ロ
シ
ア
、
中

央

ア
ジ

ア
諸
国

と

の
連
合

体

の

「上

海

協

力
機

構

」

が

、

「反

テ

ロ
」
同

盟

の
提
携

対
象

と

な
り
、

対
米

関

係

が
大
幅

に
改

善

さ
れ
た

。
中

国

は

こ
の
変

化

を

「大
国

間
協

調
」

と

し

て
歓

迎

し
、

外

交
ブ

レ
ー

ン
の
陶

文
釧

は

「米

国

の
対
外

ブ

ラ

ッ
ク
リ

ス
ト
中

、
中

国

は

そ

の
ラ

ン
ク
を

五

、
六

段
下

げ

た
」

と
し

て
、
情

勢

を
楽

観

し
た

の

で
あ
る
。
実

際

に

は

「九

・
一

=

直

後

の
九

月

二
〇

日
、
ブ

ッ
シ

ュ
政

権

は

「国

家
安

全

保
障

戦
略

」

を
発
表

、

既

に
戦
略

を

大
転

換

し

て

い
た
。
即
ち

、
ま
ず
従

来

の

「抑

止

」
戦

略

の
基
調

を
大

幅

に
後

退

さ
せ

る

一

方
、

圧
倒

的

な
米

国

の
軍
事

力

を
背

景

と
し

た

「先
制

攻

撃
」

論

を
中
核

に
置

く

単
独

主

義

戦

略

へ
と
移

行

し

た

の

で
あ

る

。
当

然

、

そ

こ
で
は
国

家
主

権
擁

護

と
大

国
間
協

調

を

基
礎

と
す

る
国
連
主
導

原
則

は
否
定

さ
れ
る
。

イ
ラ

ク
戦
争

の
勃

発

は
、

も

っ
と
も

激
烈

な

形

で
そ

の
点

を

示
し

た
も

の
だ

っ
た

。

◎
北
朝
鮮
問
題
と
日
中
関
係
の
ゆ
く
え

中
国
は
当
初
こ
の
戦
略
転
換
が
大
国
間
協

調
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
比

較
的
に
楽
観
的
立
場
に
終
始
し
て
い
た
。
た

と
え
ば
二
〇
〇
二
年
末
、
日
中
関
係
も
大
国

協
調
主
義
の
枠
内
で
和
解
的
要
因
が
強
調
さ

れ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
「歴
史
認
識
問
題
」
を

棚
上
げ
し
て
よ
い
と
す
る
馬
立
誠
の
議
論
ま

で
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中

国
の
認
識
は
イ
ラ
ク
戦
争
後
に
再
び
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
中
国
は
九
六
年
来
、

高
度
経
済
発
展
を
持
続
さ
せ
る
不
可
欠
な
条

件
と
し
て
対
米
協
調
を
外
交
の
大
原
則
と
し

て
お
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
米
中
間

に
生
じ
た
不
協
和
音
を
修
復
す
る
道
を
模
索

し
て
い
た
。

イ
ラ
ク
後
の
焦
点
と
な
る
北
朝
鮮
問
題
で

こ
の
四
月
二
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
米
朝
中
三

国
間
協
議
で
、
中
国
が
積
極
的
な
働
き
を
演

じ
て
い
る
の
は
米
国
を
大
国
間
協
調
の
枠
内

に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
た
め
と
見
て
よ
い
。

し
か
し
米
国
が
イ
ラ
ク
戦
争
の
勝
利
に
よ
る

自
信
か
ら
、
今
後
も
大
国
間
協
調
を
軽
視
し

て
単
独
覇
権

へ
向
か
う
動
き
を
見
せ
た
場
合
、

米
中
の
矛
盾
は
再
び
避
け
難
い
。
日
中
関
係

も
日
本
が
そ
う
し
た
米
国

の
単
独
覇
権
に
屈

従
す
る
限
り
、摩
擦
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

北
朝
鮮
問
題
は
米
中
、
日
中
の
関
係
の
ゆ
く

え
、
さ
ら
に
世
界
の
運
命
を
左
右
す
る
重
大

な
試
金
石
と
な
る
。

(加
々
美
光
行
)


